










Newsletter Newsletter

　2018 年 11 月 5 日～ 9 日に、ベルギー・ルーベ
ン市のルーベンカトリック大学において European 
Space Weather Week（ESWW）が開催されました。
PSTEP では欧州との研究連携を検討する場として、
2016 年には送電網に影響を与える地磁気誘導電
流、2017 年には衛星帯電を主なテーマとして
Topical Discussion Meeting (TDM) を主催してきま
した。第3回目となる2018年には、航空機被ばく
を テ ー マ に” Radiation at aviation altitudes as a 
result of space weather” というタイトルで開催し
ました。特に今回は、同様の研究を行っている欧
州の研究者として、Seibersdorf Laboratories の Dr. 
Marcin Latocha と BIRA-IASB の Dr. Erwin De Donder
と共同でセッションコンビーナを務めました。
　本 TDM に先立ち、関連する講演を行う General 
Session として 11 月 5 日 15:45 より” Aviation 
Meets Space Weather ‒ Roadmap towards space 
weather services for Aviaton” を 開 催、日 本 か ら
NICT の Kornyanat Hozumi さんが PSTEP の成果の
一つである電波伝搬シミュレータ “HF-START” に
ついて講演したほか、ICAO 宇宙天気センターに立
候補している欧州連合 PECASUS 等からの講演があ

りました。
　TDM は上記
General Session
に 引 き 続 き
17:15 に開始、
約 50 名が出席
しました。会

合の中では、以下のテーマを中心にフリーディス
カッションの形で進められました。
●航空機高度での宇宙天気のスケールおよび増加
する被ばくリスクの表示について、情報のわかり
やすい提供（モデレータ：Dr. Marcin Lathocha）
●航空運用における宇宙天気予報：被ばく量予報
についての精度とリードタイム（同：Dr. Erwin De 
Donder）
●宇宙天気起源の被ばくに関する国際連携につい
て（同：石井）
議論においては、「現状利用可能な指数はサイエン
スベースで利用者には理解されない」「COSPAR で
はいくつかの電離圏に関する指数を議論し標準化
に向けた検討を行っているので連携すべき」「機内
で WiFi が普通に使える状況では、乗客の方がパイ
ロットよりも多くの情報を持っていることも起こ
りうる。わかりにくい情報の提供は乗客をパニッ
クに陥れる可能性もある。被ばく状況を Web で公
開する場合には、慎重に行う必要がある」等の意
見が示され、活発な議論を行いました。また、国
際連携のパートでは石井から PSTEP の全体説明を
行った後、日本原子力研究開発機構の佐藤 達彦さ
んが、PSTEP で開発している WASAVIES の現状を
説明し、他のモデルとの比較検討を中心とした連
携の検討を行いました。
　主な結論としては、利用者へのわかりやすい情
報提供については今後も検討が必要であり、次回
ESWWでも引き続き TDMを開催し検討していくこ
とで合意されました。（石井 守／情報通信研究機構）

　ESWW2018 に引き続き、ベルギー・ルーベン
市 に お い て International Space Environment 
Service (ISES) meeting 2018 が開催されました。
ISES は宇宙天気予報を定常的に発信する 18 か国
および NASA,ESA,WMO 等国際機関のコンソーシ
アムであり、毎年 1回開催されるものです。
会合は 11 月 9日午後から 10 日にかけて、ルー
ベンカトリック大学近郊の会議室において開催さ
れました。初日は会議開始の挨拶の後アクション
アイテムの確認、各国の近年の動向についての報
告がなされました。二日目は WMO における宇宙
天気検討グループ”IPT-SWeISS”との協力について、
石井がモデレータを務め検討しました。特に宇宙
天気予報の評価や、宇宙天気の気象への影響の検

討等について
は、ISES、WMO
共に共通の課題
であり、連携し
て進めることが
重要であるとの
意見で一致しま
した。
　引き続き、アクションアイテムとして設定さ
れている極端宇宙天気現象発生時の連携プロト
コルの検討、ISES で鍵となるプロダクトの抽出
等の議論を行い、次回までのアクションアイテ
ムを確認し閉会しました。  

  （石井 守／情報通信研究機構）

European Space Weather Week 2018 において PSTEP セッションを開催
会議報告

会議報告

2018 ISES meeting 開催報告

ISES meeting での筆者の講演の様子

Topical  Discussion Meeting での筆者の講演の様子

　2019 年 1 月 28 日～ 30 日に名古屋大学宇宙地
球環境研究所において第 6 回 PSTEP 領域会議を
実施しました。この会議は平成30年度（2018年度）
の総括と達成度を確認すると共に、本領域研究の
最終年度となる次年度に向けた計画の再確認を目
的として実施されたものです。全国から 60 余名
の関係者が参集すると共に、インターネットで関
連機関を接続し、総括班、計画研究班、公募研究、
若手支援研究などに関する活発な議論が行われま
した。その結果、太陽地球圏環境の変動を予測す
るためのこれまでにない新たな成果が数多く生ま

れていることを確認することができました。また、
本領域の成果をもとにこれから研究を始める方々
を対象としたテキストブックの製作や、太陽地球
圏環境予測に関する論文特集号の出版を来年度進
めることも話し合われました。さらに、本領域の
成果を将来に向けて発展させる新たな研究計画の
構想についても、様々な可能性が議論されました。
　本領域会議では、今後の方向性を明確にするこ
とにより、PSTEP の最終年度に向けた有意義な議
論を行うことができました。 

  （草野 完也 / 名古屋大学）

領域会議の様子

第 6 回 PSTEP 領域会議を開催
会議報告

領域会議の集合写真

　2018 年 11 月 6 日～ 9 日に名古屋大学宇宙地
球環境研究所（ISEE）に お いて、ISEE/PSTEP 
International Workshop on Data-Driven Models 
of the Solar Progenitors of Space Weather and 
Space Climate（宇宙天気・宇宙気候の原因とし
ての太陽活動のデータ駆動モデルに関する国際
ワークショップ）を、ISEE と共同で開催しました。
このワークショップは ISEE の国際共同研究の一
貫 と し て、Mark Cheung 氏（Lockheed Martin
Solar & Astrophysics Laboratory）を代表として
実施したもので、太陽表面磁場の観測データに
基づく太陽活動の数値モデルを開発している研
究者が、日本、米国、欧州、中国などから集まり、
研究の現状と課題を議論しました。
　ひので衛星や SDO 衛星などによる精密かつ安
定した太陽表面磁場の観測データが過去 10 年以
上に亘って蓄積され、それらを使ってより現実
に近い数値シミュレーションを実現するデータ
駆動モデルの開発が、近年、急速に進展してい
ます。このワークショップはそうした最新のモ

デル研究の現状と課題を総合的に議論する初め
ての機会となりました。ワークショップでは数
多くの共同研究のテーマを設定し、新たな国際
協力の方向性を定めることができたことも、大
きな成果でした。

  （草野 完也 / 名古屋大学）

ISEE/PSTEP 宇宙天気・宇宙気候の原因としての太陽活動の
データ駆動モデルに関する国際ワークショップを開催
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国際ワークショップ参加者の集合写真
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